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1．はじめに 
 
 甲子園会館（旧甲子園ホテル）の建つ「甲子園」という地域がどのような場所なのか、ど
のような変遷を経てこの建物がここに建っているのか、ということを考える手がかりとし
て、「川から街へ」というフレーズを設定した。ここでいう川とは、海へとつづく水の流れ
のある川が、次々と姿をかえていくことになった時の流れについて御紹介する。 
 
2．武庫川と「治水」 
 
2-1 人びとの暮らしと「治水」 
 何百年に一度といわれるような大きな洪水になると、川の水は溢れ、周辺に住む人の生
活を脅かすことになる。そうならないために、人びとは長い時間をかけて穏やかな川の流
れを保つための工夫をしてきた。洪水や高潮、地滑りや土石流・急傾斜地崩壊などの土砂
災害から人びとの生命・財産・暮らしを守るために行う事業を「治水」という。川の周辺に
住む人びとにとって、治水は暮らしの大前提となる重要な問題であった。 
 
2-2 武庫川の特徴 
 甲子園会館の東を流れる武庫川は二級河川水系
の本流で、長さ 66 ㎞ほど、篠山市にその源流があ
る（図 1）。 
篠山市、三田市、神戸市北区、宝塚市を通り、
西宮市と尼崎市の市境を流れる。源流地点は南へ
流れる武庫川と、西へ流れる加古川水系との分水
界になっている。この地点の標高は約 195m で、標
高の低い分水界であるというのは、武庫川の特徴
の一つである。 
 また、上流部では蛇行を繰り返す。図 1 にある
ように、篠山市から三田市に入ってまもなく、と
りわけ流路が大きく曲がっている。ここの地名を
「曲がり」という。ここには大きな岩があり、北
から流れてきた水流がその岩のところで、ほぼ 180 図１ 武庫川流域図 
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度曲がる。かつては、川の流れは岩の手前で西側に抜けていたようで、流路の痕跡が地形
図でも読み取れる。やがて三田盆地に至ると、約 25㎞の間で高低差が 40ｍほどしかない緩
やかな流れになる。ところが三田盆地を抜けると武庫川渓谷に入り、川の流れは一気に駆
け下る。宝塚市と西宮市の境にある生瀬近辺で 90 度近くカーブし、宝塚市内に入り南流し
ながら瀬戸内海に至る。 
 
2-3 川船開通の試み 
 人びとは自然の地形をうまく使いながら堤防を作り、洪水にならないよう治水を行って
きた。一方で、川の水は人びとの暮らしに欠くことのできない命の水であり、水を暮らし
のために利用すること、「利水」も行ってきた。一般的な利水として、農業用水や生活用水、
下流では工業用水、上流では水力発電などがあるが、武庫川ではもう一つの利水が過去に
試みられたことがある。 
 前述の通り、武庫川の源流は、西へ流れていく加古川水系との分水界である。篠山市域
を流れ出て播州平野に入った加古川は、流れの高低差が少なく、川幅も広く水量も多くな
る。こうした特徴を活かして、加古川は川船を使った物流が発達した。播州平野の豊かな
実りを船を使って容易に他地域へ運ぶことができた。 
 篠山に源流を同じくする武庫川についても、同様の試みがなされた。というのも、篠山
は産業的に発達したところであったため、人びとは下流の消費地に多くの産物を運搬した
かった。一大消費地の大阪方面へは 66km 余りの道のりがあり、牛馬や人力での運搬では大
量の物資が運べない。しかし、川船であれば一度に多くの物資を運ぶことができると考え、
武庫川に川船を通そうとした。武庫川は前述のように急激な蛇行や流れの激しい渓谷があ
るため、川船を通すには困難な地形であったが、明治 6 年（1873）に運河を掘削し、流路
を整備する通船計画が立ち上がり、工事を始めた。翌７年２月に篠山－三田間の舟運が開
通したが、資金計画が甘く、水量の不足や水路の狭さや浅さに見合わない大型船の導入な
どの誤算もあった。さらに、道路の整備が進み、陸路を運んだ方が早いなどの事態も重な
って積み荷が集まらず、明治 10 年には休航し、そのまま廃止となった。昭和 50 年代の河
川改修まで、三田市街地の武庫川河畔には船着き場の痕跡が残されていた。 
 
3．暴れる川の「百年に一度」 
 
 武庫川は通称を暴れ川といわれるほど頻繁に水害を引き起こしてきた。最近でもゲリラ
豪雨で武庫川が急激に増水したことがあったが、上流部に降った雨が三田盆地から武庫川
渓谷を一気に流れ下り、渓谷から流れ出た西宮市生瀬の付近で濁流となり、付近の国道が
通行止めになるなど、かなり危険な状態になったことがある。 
洪水というのは、急激に流れた後の、緩やかな水の流れになったところが危険だという。
一方下流では、川の水が海に到達しても高潮であったならば水は海へ流れ出ることができ
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渓谷を一気に流れ下り、渓谷から流れ出た西宮市生瀬の付近で濁流となり、付近の国道が
通行止めになるなど、かなり危険な状態になったことがある。 
洪水というのは、急激に流れた後の、緩やかな水の流れになったところが危険だという。
一方下流では、川の水が海に到達しても高潮であったならば水は海へ流れ出ることができ
ず、河口付近で溜まってしまう。そこで、上流域で流量の調整ができると、下流域の洪水の
危険性を下げることができる。 
平成に入った一時期、総合的な治水を目的に武庫川渓谷の出口にダムを作る計画が発表
され事業も着手された。しかし、技術的に困難なことと、上流の堤防改修などが進み、治水
効果がさほど見込めないこと、また武庫川渓谷の自然美や貴重生物の保全といった要因か
ら、ほどなくダム建設は見直され、建設は中止となった。 
しかし、かつて「百年に一度」の割合で度々洪水が起こったのは事実である。主な水害に
ついてご紹介しよう。 
ちなみに、史料によって知ることができる洪水は限られているが、現在の地形にかつて
の流路の痕跡を読み取ることができる地点もあるので、それまでに度々洪水が起きていた
ことは推察できる。また、民話のなかに洪水の痕跡を見ることができる。例えば、三田盆地
には水害の民話がたくさん残っている。文字による記録ではないが、口伝えで水害の記憶
が伝承されているのである。民話の中で語られることは歴史的事実ではないと一蹴するの
ではなく、民話のモチーフを丁寧に分析することによって、その地域の歴史を読み取るこ
とができる。 
 
3-1 弘治の水害 
 記録に残っているなかで一番古いのが、弘治の水害である。これは、室町時代の末、弘治
3年（1557 年）に起きた大洪水である。 
 弘治の水害では、大雨で上流から流れてきた水が下流に溜まって洪水になったのではな
く、高潮が原因であった。台風が過ぎた後、台風の風によって潮目の向きが変わり高潮と
なったことに加え、大潮の時期であったため大浸水を引き起こした。尼崎、鳴尾、今津、西
宮、兵庫にかけて浸水した。防波堤のない自然の浜辺なので、水がそのままじわじわと川
を逆流したため、各所で決壊が起きた。 
この水害の復興の際に、中央政権にいた豊臣家の重臣片桐且元の命令のもと、細かく分
かれていた武庫川下流の支流を塞き止めて一本化する大工事が行われた。この時にできた
のが枝川である。これは現在、甲子園会館の北側の道になっているが、もとは武庫川の分
水であった。 
つまり、堤防が決壊し、その時の流路が保たれて支流になってしまったのである。もち
ろん、何もない平坦なところにいきなり水が流れて川になったというのではなく、それ以
前に何度か小規模な濁流が通っており、水が流れやすい地形が形成されていたのであろう。 
 
3-2 万治の戸崎切れ 
 100 年後の万治 2 年（1659 年）に起こった万治の戸崎切れでは、武庫川と枝川の分岐点
が破れた。 
200 間（約 360m）にわたって土手が決壊し、小曽根、小松、鳴尾辺りが大浸水した。当時
3
の堤防は、川の自然な流れによって溜まった土を両岸に積み上げて作ったものが大半なの
で、高さは現在の半分くらいであったと思われる。 
 この時、小松南にある岡太神社の摂社の社殿と御神輿が海に流出し、兵庫の和田岬まで
流れ着いたという話が伝えられている。さらに、和田岬は因縁のある場所で、西宮神社の
祭神蛭子命が流れ着いたのもこの場所という。 
ちなみに、水というものは、色々なものを持ってきて、伝えてくれ、与えてくれ、たまさ
か持ち去りもする。たとえば、人びとは海を漂うものに不思議な力を感じ、漂着したとこ
ろに神様をお祀りし、流れ着いた木から仏像を彫った。岡太神社の社殿の話は、そうした
話の一つである。 
 洪水の水は、緩やかな流れのところや海に近いところでは、流れの速さが落ちて大量の
土砂を残す。戸崎切れでは鳴尾村の海べりに大量の土砂が堆積し、地先が広がり、村が南
に延びた。洪水がもたらした土砂で自然に土地が生まれたのである。 
 その後の新田開発で、この海岸線の荒れ地を田にするために用水路を通したり、区画を
作るなどして開発していった。戸崎切れの前後の絵図を比べると、鳴尾村の範囲が一気に
南に延びて、鳴尾村の面積が倍近くまで広がったことが読み取れる。 
 
3-3 元文の申年切れ 
 元文 5年（1740 年）には、今度は枝川と武庫川の分岐点と枝川の西堤が決壊する。これ
によって、枝川の分流の申川ができる。申年であったことにちなんで、申川と称された。 
 
3-4 慶応元年の水害 
 元文 5年の洪水後も、幾度となく洪水が起きるが、
さほど大規模ではなかった。ところが、慶応元年
（1865 年）にまたもや大きな水害が起こる。 
武庫川、枝川の分岐点のやや上流で東西両方の堤
防が決壊した。被害の様子が生々しく描かれた絵図
（図 2）が残されている。西岸の西宮側が切れたのは
短い距離であるが、東岸の尼崎川の土手は長い距離
にわたって切れ、広く浸水した。尼崎城下まで水が
押し寄せたという。土手を補修するための資金を幕
府に貸してほしいと願い出た記録が残されている。
絵図は、その申請の際に被害状況を報告する資料と
して描かれたものである。 
 ちなみに、武庫川のよく切れる堤防にはあだ名が
ある。名刀正宗のようによく切れる、の意で正宗堤、
もしくは、剃刀堤ともいわれる。正式な堤の名前で
図 2 慶応元年の洪水被害図 
（出典：尼崎市地域研究資料館デジタル 
アーカイブ） 
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はないが、正宗堤、剃刀堤と呼ぶことでこの堤が切れやすいことを次の世代へ伝えている。 
また、地名をみると洪水で苦労した歴史が読み取れる。三田に川除
かわよけ
という地名がある。
これは川が除けていくのではなく、洪水により水浸しになって田がつぶれたので、年貢を
免除してもらう除
よけ
田
だ
となったことにちなんだ地名である。こうして川の近くの地名をみて
いくと面白い発見がある。 
 
4．北郷の義民碑 
 
 洪水による被害を受けると人びとの暮らしは困窮するが、日照りで水がなくなっても非
常に困った事態となる。田に水を入れないと稲が育たないので、雨が程よく降ってほしい。
でも、降り過ぎると洪水になるので、要は程よく照って、程よく降ってほしいというのが
本音である。しかし、干ばつは深刻な場合が多く、各地で雨乞いの祭が伝承されている。そ
の手法は、臨時の祭りを行い、供え物をし、相撲を取るなどの神様が喜びそうな催しをし
たり、逆に神様を怒らせることで雨を降らせてもらおうとしたり、と様々である。そうし
た願いもむなしく、干ばつになると田の水が枯れ、その年の収穫が得られないと年貢を納
めることができない。水を確保しようにも水利権がなければ、水を引き込むことができな
い。干ばつが進み暮らしに窮してくると、川上と川下の村との水争いがしばしば起きる。
西宮地域でも大きな水争いが起きた歴史がある。 
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も西宮市の小学校で行われる郷土学習では、取り上げられることが多い。 
 
5．埋まる地図―「街」の形成 
 
5-1 新旧地図の見比べから読み取れること 
 江戸時代後期の絵図（図 3）では、戸崎切れの後に海岸線が土砂で広がり新田開発された
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ことが分かる。絵図には、中浜新田などの新田の名前、枝川、申川、用水路が描かれてい
る。 
 明治 18 年（1885 年）の地形図（図 4）には、田や畑、野原が描かれている。家がまとま
ってある場所が鳴尾村の中心地である。地図上部の小松にある池が、この甲子園会館敷地
にある池のことである。明治 18 年なので、この建物、つまり甲子園ホテルは建てられてい
ない。 
 明治 42 年（1909 年）の地形図（図 5）と昭和 27 年（1952 年）の地形図（図 6）を見比
べると、甲子園地域一帯が開発されていったことがわかる。古い地図では、鳴尾村の中心
地しか描かれていないが、新しい地図になると道が整備され、家の区画がはっきりしてい
る。この新旧の地図の違いが、街が発展していく様子を示している。地図は、測量した当時
の地域の状況を切り取っている。年代の違う地図を見比べることで、村やその周囲の動き
を読み取ることができる。 
 明治 42 年の地形図（図 5）には、2 つの競馬場が見える。日露戦争後、騎馬用の優秀な
馬の育成の機運が高まり、その方策の一つとして競馬の普及が図られる中で開設されたの
が、地図にある 2つの競馬場である。西側が明治 40 年（1907 年）開設の関西競馬倶楽部競
馬場（関西競馬場）で、東側が翌年開設の鳴尾速歩競馬会競馬場（鳴尾競馬場）である。と
ころが馬券の発売が賭博を奨励することになるとして競馬は中止となり、後者はまもなく
閉鎖され、軍需産業の川西航空機の工場となる。馬券の販売が復活したこともあり、残っ
た関西競馬場が鳴尾競馬場と改称され、ほぞぼそと競馬が続けられていた。鳴尾競馬場の
スタンドは、武庫川女学院付属中・高校の敷地内にある「芸術館」として現存している。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 図 4 明治 18 年 仮製図 図 3 江戸時代の鳴尾村 
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しかし、第 2 次世界大戦中に、競馬場は飛行場となる。その後紆余曲折を経て、今の仁
川の地に阪神競馬場ができた。競馬の重賞競争（ＧIII）「鳴尾記念」の語源はここにある。 
次に、戦後すぐの航空写真（図 7）を見ると、
飛行場の痕跡が見える。×印は滑走路の跡であ
るが、そこに住宅が建っている。戦後に作られた
間に合わせの住宅や用水路があることがわか
る。 
 ちなみに、鳴尾という地名は古くから知られ
ている。結婚式にはつきものの謡曲「高砂」のな
かで「高砂や この浦舟に 帆を上げて もろと
もに 鳴尾の沖を過ぎ見れば」と謡われている。 
 
5-2 枝川の廃川と甲子園球場 
 阪神電鉄が開通した明治 38 年（1905 年）以降、未利用地の開発が急速に広がっていく。
北側を開発したのは阪急電鉄だが、南は阪神電鉄の独壇場であった。 
図 5 明治 42 年の地形図 図 6 昭和 27 年の地形図 
図 7 航空写真 1954 年撮影 
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阪神電鉄は輸送力をアップするとともに、たくさんの人を運ぶために周辺の開発に取り
組んだ。大正 11 年（1922 年）、兵庫県の武庫川大規模改修工事により、枝川との分岐部を
閉鎖し、流れを一本化した。これによって枝川は水のない川となった。県が払い下げた枝
川の廃川地の大半は阪神電鉄によって買い取られた。枝川の廃川地に、現在の甲子園線に
あたる道路を通し、その道路の両側に住宅地を開発した。大正 13年（1924 年）、甲子の年
にちなんで名付けられた甲子園大運動場が完成し、周囲の地名も甲子園となった。 
 今の全国高校野球の前身である全国中等学校優勝野球大会は、大正 4年（1915 年）に第
一回が行われた。当初の開催地は甲子園ではなく豊中であった。第二回まで豊中グラウン
ドで行われたが、試合数が増えてきたことと、スタンドの整備がなされておらず増加する
観客を収容しきれなくなったことから、新しい球場を探すことになった。そこで、当時活
用を図っていた鳴尾競馬場に開設されていた鳴尾運動場内に２面のグラウンドを作り、鳴
尾球場とした。ここには陸上競技のトラックも併設されていた。大正 12 年（1923 年）、第
九回の大会では、地元の甲陽中学（現 甲陽学院）が優勝し、大会には大勢の人びとが応援
に詰めかけた。京阪神間の野球熱が高まりをみせるなか、施設面で観客の収容が追いつか
なかったことから、阪神電鉄は枝川と申川の分岐点であった広大な土地に甲子園球場を建
設することに決め、一年間の大突貫工事の末、大正 13 年（1924 年）に完成した。 
 兵庫県による枝川の廃川、阪神電鉄による廃川地の開発、若人のスポーツに対する人び
との関心の高まりといった様々な要素が相まって、甲子園球場ならびに「甲子園」の土地
がいまここにあるのである。 
 
5-3 甲子園周辺の開発 
 これ以降も、甲子園球場を核にして周囲に様々な施設ができる。 
 甲子園浜海水浴場もそうした施設の一つである。もともとは阪神電鉄神戸線が開通した
明治 38 年（1905 年）に打出浜に作られたのだが、明治 40 年（1907 年）に香櫨園浜に移設
された。ところがここには阪神電鉄が作った香櫨園遊園地があったため、海水浴場が邪魔
になる。そこで海水浴場はまたもや移設をせまられ、鳴尾にある甲子園の地に移ったので
ある。 
この時期の阪神電鉄は開発事業を立て続けに行っており、施設の移動を数年単位で繰り
返していた。 
  
おわりに 
 
 甲子園地域の開発は、甲子園球場の開設で完了したのはなく、始まりであった。 
 大正 14 年（1925 年）以降、先述の甲子園浜海水浴場。甲子園娯楽場（のちの阪神パー
ク）、甲子園南運動場、阪神水族館、甲子園水上競技場、甲子園国際庭球場など、数多くの
スポーツ・レクリエーション施設を開設していく。その中の一つが、甲子園ホテルである。 
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 そして、枝川の廃川跡地には、甲子園住宅地が開発される。昭和 3 年（1928 年）の第 1
回分譲を皮切りに、次々と住宅地が販売された。廃川跡地を中心に開発がすすめられ、市
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【注記】本研究会では、第 1 部の講演の後に、第 2 部現地見学会を行い、実際にその土地
を歩きながら、今に残る歴史の痕跡を確かめた。 
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